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英語の法助動詞表現
一 小説 丁θε5げ伽4'硫 わθ剛 〃θεと映 画Tessの場 合 一
宝 壺 貴 之
〔抄録〕
一 般 に叙述 内容 に対 す る話 者 の心 的態 度 を表 す 表現 を 「法性 」 とい う。F.R.
Palmerは,ModalityandtheEnglishModals第2版(1979)の中で,法 性 をEpistemic
Modality(認識 の 法性)とDeonticModality(義務 の法 性)とDynamicModality
(起動 の法性)の3種 類 に分 けてい る。 また,前 川(1996)(厂英語動詞 の叙法 と法性
(2)」『文学部論 集』80号,佛 教大 学)に よる と,F.R.Palmerの3種の各範 畴の下
に,necessityとpossibilityの下位 区分 を設 け るこ とがで きる。以 下 この分類 に従 っ
て,ト マ ス ・バー デ ィの小 説Tessofthed'Urbervilles(1891)と,その小 説 に基づい
て1979年に イギ リス ・フ ランス合作 で作 られ た映画Tessとに於 け る法助動 詞can,
may,ntiustを法 性 の 立場 か ら考 察 し,そ の用 法 の頻 度 数 をGeoffreyLeech教授 の
MeaningandtheEnglishVerb第2版(1987)に示唆 されている頻度数 と比較す る。
キーワー ド 法助動詞,認識の法性,義 務の法性,起 動の法性
1EpistemicModality
EpistemicModality(認識 の 法 性)を 取 り 上 げ る 。EpistemicModalityを表 す 法 助 動 詞 の う






こ の 場 面 は テ ス の 母 親 が テ ス に,に せ ダ ー バ ヴ ィ ル 家 へ,そ れ と は 知 ら ず に,親 戚 の 名 乗 り
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を あ げ に 行 く よ う に 言 っ て い る 場 面 で あ る 。 「ご 猟 林 の は ず れ に 住 ん で い る ダ ー バ ヴ ィ ル 夫 人
と い う と て も お 金 持 ち の 奥 様 は う ち の 親 戚 筋 に な る に ち が い な い ん だ よ。」 と 母 親 の 判 断 が,










これ は,テ スの父親がある時郷 土史に興味 を もつ好事家の牧師か ら,自 分 が今 は亡 びた と考
えられてい る古い貴族 ダーバ ヴィル家 の末裔 であることを伝 えられ る場面である。 テス の父親
が牧 師に"Sir,John"と呼 びかけ られて,先 日もこの牧 師 に"Sir,John"と言 われた こ とを思




こ れ は 物 語 の 最 後 の 場 面 で,テ ス が 言 っ た 言 葉 で あ る 。 殺 人 を犯 した テ ス が や が て 捕 ら え ら
れ 処 刑 さ れ る 可 能 性 が あ る こ と は,誰 の 目 に も 明 らか で あ る 。 そ の テ ス の 命 が あ と2,3週 間
しか 続 か な い か も しれ な い と の テ ス の 判 断 を,Epistemicpossibilityのcanで表 現 し て い る 。
こ こ でEpistemicpossibilityのcanとmayの相 違 に つ い て 考 察 す る 。Leech教授 は,Towards
aSemanticDescriptionofEnglish(1969)に於 い て,canは 一 般 的 理 論 的 判 断 で あ る の に 対 し て
mayは 個 別 的 実 際 的 判 断 を 表 す と い う こ と を,次 の 二 つ の 例 に,そ れ ぞ れ を パ ラ フ レ イ ズ し た
文 に よ っ て 説 明 し て い る 。 即 ち,TheMonsooncanbedangerous.とTheMonsoonmaybe
dangerous。に 於 い て,前 者 のcanの 表 現 は,ItispossiblefortheMonsoontobedangerous.と
パ ラ フ レ イ ズ で き,後 者 のmayの 表 現 は,ItispossiblethattheMonsoonis/willbedangerous.
と パ ラ フ レ イ ズ で き る こ と を 指 摘 し た 上 で,mayに よ る 表 現 の 方 が 少 し 意 味 が 強 く な る よ う で
あ る と 述 べ て い る 。(2)と(3)の 引 用 文 を 比 較 して も,こ の 違 い は 明 らか で あ る 。
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2DeonticModality
次 に,DeonticModality(義務 の 法'性)を 取 り上 げ る 。DeonticModalityを表 す 法 助 動 詞 の







こ の 場 面 は,(1)と 同 じ場 面 で 母 親 が テ ス に,う ち の 親 戚 筋 の ダ ー バ ヴ ィ ル 夫 人 の と こ ろ
へ 行 っ て ,う ち が 困 っ て い る の で 助 け て く だ さ る よ う,テ ス に 頼 み に 行 っ て くれ と言 っ て い る
場 面 で あ る 。 ジ ョ ウ ン の 意 図 が,Deonticnecessityのmustで表 現 さ れ て い る 。Deontic
Modalityの必 然 性 は,こ の 場 合 の よ う に,実 質 的 に 厂命 令 」(command)を 意 味 す る 場 合 が 多
いo
次 に,Deonticpossibilityを表 す 例 は(5)と(6)に な る 。 こ のDeonticpossibilityを表 す
場 合 は,普 通 「許 可 」(permission)を与 え る こ と で あ る が,「 許 可 」 が 実 質 的 に は 厂命 令 」
(command)であ る 場 合 も多 い 。
2‐2Possibility






こ の 場 面 は,テ ス が 自分 の 過 去 を 結 婚 式 の 夜 に 夫 の エ ン ジ ェ ル ・ク レ ア に 告 白 し,テ ス の 過
去 を 許 す こ と の で き な い エ ン ジ ェ ル が,ど う し て も テ ス を 英 国 に残 し て ブ ラ ジ ル へ 行 く と 言 い
張 る 場 面 で あ る 。 テ ス は,「 手 紙 を 差 し 上 げ る の は い い で し ょ う か?」 と エ ン ジ ェ ル に 許 可 を




こ の 場 面 は,テ ス が トー ル ボ トヘ イ ズ 酪 農 場 で 仕 事 を 始 め る 場 面 で あ る 。 農 場 主 の ク リ ッ ク
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氏 は,テ ス に 乳 し ぼ りが で き る か ど う か を 尋 ね,「 試 し に そ こ に い る 牛 の 乳 を し ぼ っ て み な 」
と い う 場 面 で あ る 。 ク リ ッ ク 氏 の 意 図 は 「許 可 」 と い う よ り実 質 的 に 「命 令 」 に な っ て い る 。
3DynamicModality
最 後 に,DynamicModality(起動 の 法 性)を 取 り上 げ る 。 と こ ろ で,「 主 語 の 能 力 」 を 表 す
canは,話 者 の 「心 的 態 度 」(attitude)とも,話 者 の 「意 見 」(opinion)とも 関 わ り合 い が な
い の で 非 法 的 で は あ る が,「 主 語 の 能 力 に つ い て の 話 者 の 表 現 で あ る 」 と い う点 で,Dynamic
Modality(起動 の 法 性)を 表 す 。DynamicModalityの法 性 は,話 者 の 関 わ り合 い の 殆 ど な い
`Youmustgoifyouwishtocatchthebus.'等 「環 境 に よ る 法'性」(circumstantialmodality)と
`H
e'llcome,ifyouaskhim.'等「主 語 本 位 の 法 性 」(Subject-orientedmodality)を含 む 。 例 え
ば,`Youmaysmokeinhere.'(こ で タ バ コ を 吸 っ て も い い 。)は,DeonticModalityを表 す
が,`Youcansmokeinhere.'(ここ な ら タバ コ が 吸 え る 。)はDynamicModalityの中 の 厂環 境
に よ る 法 性 」 を 表 す 。 こ の 点 に つ い て,Leech教 授 はTowardsaSemanticDescriptionofEnglish
(1969)の中 で,canが あ る 特 定 の 人 物 の 判 断 で は な く,社 会 的 権 威 や 環 境 か ら,可 能 性 が 与
え ら れ る の に 対 し て,mayは 話 者 自 身 の 判 断 で 許 可 が 与 え ら れ る と い う こ と を,`Youstay
smokeinhere.'に対 し て,A:Canwesmokeinhere?B:AsfarasIknowyoucansmoke-
there'snonoticetothecontrary.とい う文 で 説 明 し て い る 。
DynamicModalityを表 す 法 助 動 詞 の う ち,mustが 環 境 に よ るnecessity(必然 性 冫 を 表 し,







この場面 は,自 分の態度 があ まりに もかた くなだったことを反省 して,ブ ラジルか ら帰 国 し
たエ ンジ ェルが,以 前テスが フリン トコム ・ア ッシュか ら出 して,転 送 されて きた古 い手 紙 を
捜 し出 し,読 み なおす場面で ある。(7)は これ らの手紙 の一つの内容で,病 気 やま さかの時
以外 には手紙 も禁 じられていたテスが,ブ ラジル にいるエ ンジェルにす ぐに帰 ってきてほ しい
とい う気持 ちを伝 えている。 テスが,「す ぐ訴 えなければ ならない。 一 もしあなたがす ぐ来
て くだ さるか,あ た しに来 る ようにと言 って もらえないな ら死な なければな らない。」 と,環
境 や条件 か らそ うな らざるを得 ない とい うことを 「環境 か ら くるnecessity」を表 すmodality
で表現 している。
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こ れ は エ ン ジ ェ ル と テ ス が 再 会 す る こ と が で き,ニ ュ ー ・フ ォ レ ス トを 北 上 して 逃 げ る 途 中
に 空 き家 を 隠 れ 家 と して,二 人 の 最 初 で 最 後 の 結 婚 生 活 を し て い た テ ス が 述 べ た 言 葉 で あ る 。
ア レ ッ ク を 殺 して し ま っ た テ ス は 逮 捕 さ れ る の は 時 間 の 問 題 で あ り,残 さ れ た わ ず か な 時 間 を
エ ン ジ ェ ル と過 ご した い と い う場 面 で あ る 。 テ ス は 「来 た る べ き も の は,ど う し た っ て 来 る ん
で す 。」 と 自 分 の 意 志 と は 関 係 な く来 る 運 命 に つ い て 述 べ て い る 言 葉 が,環 境 に よ るDynamic
necessityのmustで表 現 さ れ て い る 。
3‐2Possibility
Dynamicpossibilityのcanは「環 境 に よ る 法 性 」(circumstantialmodality)の場 合 は 「可 能






こ れ は,ト ラ ン ト リ ッ ジ の 人 々 が 週 末 に 酒 を 飲 み ダ ン ス を し に チ ェ イ ズ バ ラ へ 行 く風 習 が
あ っ て,テ ス も年 上 の 女 性 た ち に 誘 わ れ て や む な く行 く こ と に な っ た 場 面 で あ る 。 そ こ で テ ス
に 目 を つ け た 若 い 男 が,テ ス に 明 日 は 日 曜 日 だ か ら 人 が,教 会 に 行 っ て い る 問 を,寝 て 過 ご せ
る か ら も う ひ と踊 り し よ う と,誘 っ て い る と こ ろ で あ る 。 主 語weの 心 的 態 度 で は な い が,翌
日 が 日 曜 日 で 人 が 教 会 に 行 っ て い る 問 に 眠 る こ と が,環 境 上 可 能 で あ る こ と を 環 境 に よ る






こ の 場 面 は,テ ス が ダ ー バ ヴ ィ ル 家 で 鶏 の 世 話 を す る 仕 事 に 就 く こ と に な り,鳥 小 屋 で ダ ー
バ ヴ ィ ル 夫 人 が テ ス に 説 明 を し て い る 場 面 で あ る 。 鳥 の 世 話 を す る の に 必 要 な の で,r口 笛 が
吹 け ま す か?」 と テ ス の 能 力 を 尋 ね て い る 。Dynamicpossibilityの「主 語 の 能 力 」 を 表 すcan









こ れ は 小 説 の 最 後 の 場 面 で,テ ス が 処 刑 さ れ る 日 に エ ン ジ ェ ル と テ ス の 妹 の ラ イ ザ ・ル ー は
「西 の 丘 」 の 頂 上 へ つ き か け て い た と こ ろ で あ る 。(11)で は,丘 か ら の 眺 め が 描 写 さ れ て い
て,宿 坊 で は 巡 礼 者 に 対 し て パ ン や ビ ー ル の 施 し を 受 け ら れ る と い う こ と が,環 境 に よ る
Dynamicpossibilityのmayで表 現 さ れ て い る 。
こ こ ま で,法 助 動 詞can,may,mustの法 性 に つ い て,小 説Tessofthed'Urbervillesと映 画
Tessの場 合 を 考 察 し た 。 次 に ま と め と し て 小 説Tessofthed'Urbervillesと映 画Tessに 於 け る
す べ て のcan,may,mustの用 法 別 の 頻 度 数 をLeech教 授 のMeaningandtheEnglishVerb
(19872)に示 唆 さ れ て い る 頻 度 数 と 比 較 考 察 した い 。 以 下 の 八 つ の 表 に つ い て は,小 説 と映
画 に於 い て そ れ ぞ れ 表1と 表3が 総 数 を,表2と 表4が パ ー セ ン テ ー ジ を表 し,ま た 表5と 表






Episte. P 28 177 一
Episte. N 一 一 27
Deontic P 15 26 一
Deontic N 一 一 53
Dynamic P 501 23 一
Dynamic N ㎝ 一 17
0
Non-Mod. A 55 一 一
Non-Mod. s 5 18 一














Episte. P 4.0% 71.0/ 一
Episte. N 一 一 27.8%
Deontic P 2.1% 10.4% 一
Deontic N 冖 一 54.6%
Dynamic P 62.0% 9.2/ 冖
Dynamic N 一 一 17.6%
Non-Mod. A 31.2/ 一 一
Non-Mod. s 0.7% 7.2% 一





Episte. P 9 11 一
Episte. N 一 一 6
Deontic P 4 3 一
Deontic N 一 一 15
Dynamic P 53 1 一
Dynamic N 一 一 一
Non-Mod. A 17 一 一
Non-Mod.「 s 2 一 一





Episte. P 10.6% 73.4% 一
Episte. N 一 一 28.6%
Deontic P 4.7% 20.0% 一
Deontic N 一 一 71.4%
Dynamic P 62.4 6.6% 一
Dynamic N 一 冖 一
Non-Mod. A 20.0% 一 一
Non-Mod. s 2.3% 一 一
Non-Mod. 0 一 一 一
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Episte. P 21 137 一
Episte. N 一 一 14
Deontic P 3 10 一
Deontic N 一 一 3
Dynamic P 301 15 冖
Dynamic N 一 一 6
Non-Mod. A 29 一 一
Non-Mod. s 5 6 一







Episte. P 7 40 一
Episte. N 一 一 13
Deont孟c P 12 16 冖
Deontic N 一 一 50
Dynamic P 200 8 一
Dynamic N 一 一 11
Non-Mod. A 26 一 一
Non-Mod. s 一 12 一





Episte. P 1 1 一
Ep孟ste. N 皿 一 1
Deontic P 一 一 一
Deontic N 一 一 一
Dynamic P 15 一 一
Dynamic N 一 一 　
Non-Mod. A 5 一 一
Non-Mod. s 一 一 一







Episte. P 8 10 一
Episte. N 一 一 5
Deontic P 4 3 一
Deontic N 一 一 15
Dynamic P 38 1 一
Dynamic N 冖 一 一
Non-Mod. A 12 一 冖
Non-Mod. s 2 一 冖
Non-Mod. 0 一 一 一
Leech教授 の 用 語 で は,EpistemicpossibilityとDynamicpossibilityとを 合 わ せ た も の を
Possibilityと,Epistemicnecessityのこ と をLogicalnecessity(論理 的 必 然 性),Deontic
possibilityのこ と をPermission(許可),Deonticnecessityのこ と を,Obligation(義務)or
Requirement(要求),Dynamicabilityのこ と をAbilityと呼 ん で い る 。
第 一 に,表2と 表4に 於 い て,canのPossibilityは,小説 で は66.0%,映 画 で は73.0%,
Abilityにつ い て は,小 説 で は31.2%,映 画 で は20.0%,Permissionにつ い て は,小 説 で は
2.1%,映 画 で は4.7%と な る 。 こ れ はLeech教 授 がcanのPossibilityはverycommonで,
Abilityはcommon,Permissionはlesscommonであ る と頻 度 数 に つ い て 述 べ て い る の と,小 説
の 場 合 も 映 画 の 場 合 も一 致 し て い る 。 同 様 にmayのPossibilityは,小説 で は80.2%,映 画 で
は80.0%と な り,Permissionにつ い て は,小 説 で は10.4%,映 画 で は20.0%と な り,Leech教
授 がPossibilityをcommon,Permissionをratherrareとし て い る の に 相 当 す る 。 ま たmustの
ObligationorRequirementにつ い て は,小 説 で は54.6%,映 画 で は71.4%,Logicalnecessity
に つ い て は,小 説 で は45.4%,映 画 で は28.6%と な る 。 映 画 で は 多 少 差 が 出 た も の の,
ObligationorRequirementとLogicalnecessityがcommonであ る とLeech教授 が 述 べ て い る こ
と に 一 致 す る 。 つ ま り,小 説Tessofthed'Urbervillesと映 画Tessの す べ て のcan,may,mustを
分 析 す る こ と に よ っ て 得 た 結 果 と,Leech教 授 が 用 法 の 頻 度 数 に 関 し て 述 べ て い る こ と とが ほ
ぼ 一 致 し,相 関 関 係 が あ る こ と が,前 半 の 四 つ の 表 か ら分 ゑ っ た 。
第 二 に,小 説 と映 画 に 於 け る 表 現 の 相 違 に つ い て 考 察 す る 。 全 体 数 が 映 画 よ り小 説 の 方 が 多
い の はWrittenEnglishであ る 小 説 に は 地 の 文 が あ り,SpokenEnglishであ る 映 画 に は ト書 き
は あ る も の の,地 の 文 が な い こ と に 起 因 し て い る 。 こ れ は 表5と 表6よ り明 か で あ る 。 ま た 小
説 と 映 画 に 於 け る 法 助 動 詞 表 現 の 頻 度 数 の 相 違 で 興 味 深 い の は,DynamicModalityのmayと
ntiustであ る 。 環 境 に よ るDynamicModalityのmayやmustが,映 画 で はmayl例 しか な い の に
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対 して 小 説 で はmayは23例,mustは17例 あ る 。
第 三 に,小 説 の 地 の 文 と 会 話 文 に 於 け る 法 助 動 詞 の 頻 度 数 は,表5と 表6に 示 し て あ る が,
Epistemicmodalityにつ い て は,can,may,must共に 会 話 文 よ り 地 の 文 の 方 が 多 い が,mustは
差 が 少 な く ほ ぼ 同 数 で あ る 。 こ れ は,著 者 が 登 場 人 物 や 背 景 に つ い て 認 識 す る 表 現 だ か ら で あ
る 。Deonticmodalityにつ い て は,can,may,must共に会 話 文 の 方 が 地 の 文 よ り も多 い が,こ れ
は 登 場 人 物 が 会 話 で 許 可 を 与 え た り す る 場 面 が 多 い か ら で あ る 。Dynamicmodalityにつ い て
は,canとmayは 地 の 文 の 方 が 多 く,mustは 会 話 文 の 方 が 多 い 。 こ れ は,Dynamicmodality
のcanとmayは モ ダ リ テ ィー と い う よ り 客 観 的 事 実 の 描 写 に 近 い か ら で,Dynamicmodality
のmustは す べ て 環 境 か ら く るnecessityを表 す も の だ か ら で あ る 。 ま た 映 画 の ト書 と会 話 文 に
於 け る 法 助 動 詞 の 頻 度 数 に つ い て は,表7と 表8に 示 し て あ る が,ト 書 に はEpistemic
modalityは各1例 しか な く,Deonticmodalityにつ い て は0で あ る 。 つ ま り映 画 で は ト書 の 部
分 に は 殆 ど 法 助 動 詞 は 表 れ な い で,Dynamicmodalityのcanだけ が 多 くみ ら れ る こ とが 表7と
表8よ り 考 察 す る こ と が で き る 。 こ れ は,小 説 の 場 合 の 理 由 と 同 様 で,Dynamicmodalityの
canはモ ダ リ テ ィ ー と い う よ り客 観 的 事 実 の 描 写 に 近 い か ら で あ る 。
以 上,小 説 と 映 画 に 於 け る 法 助 動 詞can,nay,mustの法 性 に つ い て 考 察 し,Leech教授 が 述
べ て い る 頻 度 数 との 相 関 関 係 に つ い て 考 察 す る こ とが で き た 。 た だ ,Leech教授 は 頻 度 数 に 関
し てEpistemicModalityとDynamicModalityを合 わ せ て 表 記 し て い る た め,こ の 両 者 の 違 い
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